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最初に •马ず 読んで 煩 


かんたんスタートガイド 

本巧設置編 




はじめにずること 


本機の付属品を確認ずる 

包箱のふた、または『操作^ 
ガイド(本体操作 編)』 の r パッ 
ケージの内容を確認する J 
見て、付属品がすべてそろつ 
ていることを確認してね 


P ! 弓罗織ぶ! 取りり出除しく' で 


を両手で持ち上げ、排紙トレイを開< 


ここを持つて 
運ばないで 



をちの<ぼみ 
に指を掛ける 


本機の電源を入れる前に、本機に貼られた 
オレンジ色のテープと保護シートをず ベて 
取り除いてください。 



1 


TnV 


原稿台カバーといっしょにスキャナユニット 
(プリンタカバー）を持ち上げてください。 


4 


S 路減らが タンク、 


原稿フイーダカバーの保護シートを取り除< 




プリントヘッド、インクタンク、電源コードは 
が紙トレイの内部に収納されています。 


電話回線を接続しよう 



ファクスとしてご使用にな！ 5 ない方は、 
「3電源を入れよう！」へ進んでください。 


ここでは電話回線を接続するち法の代表的な例を説明します。 

その他の接続方法については『操作ガイド（ファクス操作編)』の「電話回線を接続する」を参照してください。 


ファクス専用で使用ずる 



■ 電話や留守番電話と接続ずる 



一般回線（アナ□グ） 


本機のが付け機器接続部に電話機など 
を接続ずるときは、が付け機器接続部 
のカバーを取りがしてください。 

■光 回線（ひかり電話）に接続ずる 


一般回線 
(アナ□グ） 



電話回線は電源を入れる前に接続 
してください。順序を間違える 
と、電話回線の種類が正し<設定 
されず、ファクスが使用でさない 
場合があります。先に電源を入れ 
てしまった場合は、いったん電源 
を切って電源プラグを抜さ、1分 
1；!上たった後、電話回線を接続し 
直してください。 


電話や留守番電話 



光回線 
終端装置 


IP 電話対応 
ブ□-ド 
バンドルータ 


電話や留守番電話 


■ ADSL 回線に接続ずる 

国 

スプ^公 


ADSL 回線 I 



ADSL モデム 

巧圭去 (スブリッタと一体の 

ものもあります） 

• ADSL 回線に接続して使用する場合は、手動で電話回線の種類を設定してください。 

詳しくは、『操作ガイド（ファクス操作編)』の「ファクスの基本的な設定」の「電話回線を接続する」を参照してください。 

•必ず 付属のモジュラーケーブルをお使い<ださい。 
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本機のか側をお手入れするとをは > 
やわ S かい巧でやさし<拭いて 
ね！ 

お手入れについては、『操作ガイド 
(お手入れ 編)』 の r 清掃する J を 
、参照してね！ 


〇 電源ケーブルをコンセントに差し込む 
0 本機の電源を入れる 



プリントへッドを装着し 
インクタンクをセットして 
くだちい 


[プリントへッドを装着しインクタンクをセットしてく 
ださい]と表示されますので、 「(3 プリントヘッドを取 
り付けよう！」の手順にしたがって装着してください。 


へツドを取り付けよ 



〇 スキヤナユニット（プリンタカバー）を 



•重要 


安全のため、図の部分を両手で 
しっかり持ち、開いてください。 



止まるまでしっかり持ち上げる 


•重要 


原稿台カバーといっしよにス 
キャナユニット（プリンタカ 
バー）を持ち上げてください。 

〇 プリントへッドホルダ 
が中央に移動し、止ま 
るまでお待ちください 
J (ここに取り付けます） 


0 排紙トレイが自動で開きます。自 
動で開かないときは排紙トレイ 
オープンボタンを押します。 



CD - R トレイガイドを開ける 



袋の内側と保護キャップの内側に、透明または薄い青色のインクが付着している場含がありますが、 
品質上問題ありません。インクで手などをミちさないよラご注意ください。 




プリントへッドを押しなが5 
レバーを下まで さげる^ —— 


インクタンクの取 D 付け 




























































































































































インクタンクを取り付けよ 



•最初に 取り付けるインクタンクは必ず付属のものをご使用ください。ちいインクタンクを使ラと故障の原因となります。本機で使用でさるインクタンクについては、『操作ガイド』の裏 
表紙を参照してください。 


♦スキャナ ユニット（プリンタカバー）を10分間 m 上開けたままにすると、プリントヘッドがち側へ移動します。その場合は、いったんスキャナユニット（プリンタカバー）を閉じ、 

インクタンクの底部にあるオレンジ色の保護 
キャップをひねって、取り外したら捨てる 



オレンジ色の テープ® を 
矢印の方向に引いて、す 
ベてはがしてから、包装 
@ をはがす 




ラベルの色の順にすベての 
インクタンクを取り付ける 


Y 

^を押してカチッという 

までしっかり押し込む 

インクランプの点な（ホ色） 
を確認する 







•重要 


この画面び表示されていない 
とさは、『操作ガイド（お手 
入れ編)』の「印刷にかすれや 
む5があるとさは」の「プリ 
ントへッド位置を調整する」 

を参照してください。 


付属の専用紙 ( MP -101) 
を2枚、印刷面(より白い風 
を上にしてセツトする（まつ 
すぐに入れてください） 

ち側のガイドに合わせる 


用紙ガイドをつ 
まみ、左佩まで 
スライドさせる 


用紙ガイドをつまみ、用紙の幅に合わせる 


用紙サポートを引さ出す 


Ibto 


閉じる 


安全のため、必ず図の部分を両手 
でしっかり持ち、閉じてください。 


動作音がしな<なるまで（約2分） 
待ってか6、巧の操作に進んでね！ 


少し待って! 


エラーランプ 

エラーランプが点灯し、液晶モニター 
にエラーメッセージが表示されてい 
る場合は、『操作ガイド（お手入れ編)』 
の r 困ったとさには」の r 液晶モニター 
にエラーメッセージが表示されてい 
る」を参照してください。 


へツドの位置調整をしよ 


へッド位置調整が 
必要でず 

用紙を2枚セットし 
isa を巧して 
くださし、 

I はい 



[はい]が選ばれ 
ていることを確 
認し、 0 K ボタン 
を押す 




パターンの巧刷が終了するまで 
(約13分）待ってか6、巧の操 
作に進んでね！ 


パターンが青と 
黒で EP 刷される 


図のよラなパターンび® 
刷された6、プリント 
へッド位置の調壁は完了 
です。 



圓》圓 gp 嘴 3^ 

100?¢ イ I— 



液晶 モニターに [自動 ヘッド 位 
置調整に失敗しました]と表示 
されている場合は、『操作ガイ 
ド （お手入れ編)』 の 「困った 
とをには」 の 「液晶 モニターに 
エラーメッセージが 表示されて 
いる」を参照してください。 


着信すると、ファクスか電話かをチェックして、ファクスな6受信、電話な6呼び出し音を鳴6しまず。 

電話がかかると-- 


電話がかかってをたことを判断し、呼び出し音が鳴ります。 
受話器をとってお話ください。 


ファクスが送5れると 


ファクスが送5れてをたことを判断し、自動的に受信します。 


《ファクス受信時に呼び出し音は鳴りません。また、電話がかかってさたとをに呼び出し音が鳴るまでに、 

多少時間がかかります。電話機の呼び出し音をすぐに鳴らしたいとさは、電話優先モードをご使用ください。 
《電話機によっては呼び出し音び鳴らない場合があります。 


8 = 

画質：標準 


てく ファクス優巧 >； 

„ A 4 
爲普通が 

^でカセット 
が況：待機中 


ファクスだけで使う（ファクス専用モード） 


ファクス専用の電話回線をお持ちの方は、ファクスだけで ffi 用でをます。 

電話がかかると** 電話は受け5れません。電話を受けたいとさは、他のモードを選んでください。 

ファクスが送5れると--自動的に受信します。 

《ファクス受信時に呼び出し音は鳴りません。 


8 = 

画質；標準 


てく ファクス専巧 >) 

, A 4 " 

爲普通が 

^でカセット 
が況：待機中 _ 


ファクスより電話をよく使う（電話優先モード) 


電話びかかってくることがをい方は、普段は電話として受け、必要なとまにボタンでファクスに切り替えます。 

電話がかかると-- 呼び出し音が鳴ります。受話器をとってお話ください。 

ファクスが送5れると-- ■ 


呼び出し音が鳴ります。受話器を取ると r ポーポー」音が聞こえるので、 
[カラースタート]または[モノク□スタート]を}甲すと受信します。 



8 = 

画質；標準 



む 電話優先 >) 

一 A -4 
爲 普通が 
み评^でカセット 

JI 犬況：待機中 ^ 


《電話機か5ファクスの受信を始めることもでさます。 

受話器を上げたまま、「2已」を押してください。 

詳しくは、『操作ガイド（ファクス操作編)』の「ファクスを受信する」を参照してください。 


" これで取り付け-調壁が完了しました。 " 

パソコンに接続してご使用になる場合、 USB 接続でご使用になる方は『かんたんスタートガイド （ US 目接続編)』を、 LAN 接続でご使用になる方は『ネットワー 
クセットアップガイド』を参照してソフトウエアをインス I -ールしてください。 

\ 『かんたんスタートガイド （ US 巨接続編)』または『ネットワークセットアップガイド』は、 Windows と Macintosh でのインス! -- ル方法を説明しています。 



▲▼ボタンで受信モードを 
選び、 OK ボタンを押す 



受信モード設定につい 
て詳し < は、『操作ガイ 
ド（ファクス操作 編)』 の 
r ファクスを受信する J を 
参照してね！ 




フアクスの受信の設定をしよ 


ファクスとしてご使用にな!5ない方は、 
設定ずる必要はありません。 


ファクスを受信するためには、「受信モード」の設定が必要です。 
ご使用の用途に合った受信方法を選んでください。 


押す 



押す 




[受信モード設定]が選 
ばれていることを確認 
し、 OK ボタンを押す 


圓眉图国の 

( I 受信モ-ド設定 X 


用途に合わせて 

受信モードを設定できまず 


電話よりファクスをよく使う（ファクス優先モード) 


ファクスより電話をよく使う 


ファクスだけで使う 


電話よりファクスをよく使う 



♦ Microsoft は 、 Microsoft Corporation の登録商標です。 

♦ Windows は、アメリカ含衆国およびその他の国で登録されている Microsoft Corporation の商標です。 

♦ Macintosh および Mac は米国およびその他の国で登録された Apple Inc . の商標です。 



















































































































































































